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№ １９4
11.1
９
月
定
例
会

市政をもっと身近に！わかりやすく！

イラスト作品名「天童の秋」（題字とイラストの作者紹介は、１8ページをご覧ください。）



186号187号188号189号

178号179号180号181号

『　』はイラスト作品名です。※作成当時の学年・お名前を記載しています。

市議会だよりの
　歴代表紙を紹介します

中学生が彩る、魅力満載の作品が大集合！

特集①

イラスト
一中３年　村山凛々花さん

イラスト
二中２年　小野寺　絆さん

イラスト
三中３年　奥山華穂さん

イラスト
四中３年　村山柚稀さん

『秋』『雪灯籠まつり』『こどもの日』『入道雲と金魚』

『秋、和む』『冬の天童』『風薫る五月』『海』
題　字

イラスト
一中３年　樋渡　南さん

一中３年　仲野萌実さん

題　字

イラスト
二中３年　神尾望々花さん

二中２年　宮本望羽さん

題　字

イラスト
三中３年　大山舞衣さん

三中３年　近藤香菜さん

題　字

イラスト
四中３年　鴫原わこさん

四中３年　後藤紅愛さん
　　　　　後藤茉子さん
　　　　　岡崎百花さん
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190号191号192号193号

　天童市議会だよりは、より多くの方から手にとってもらえるような魅力ある
表紙づくりのため、市内中学生の皆さんにご協力いただき、表紙のイラストと
題字を毎号提供していただいております。イラストの提供は第１７８号（令和４年
１１月１日号）から、題字の提供は第１８６号（令和６年１１月１日号）から始まりまし
た。季節感あふれるものや天童らしいイラスト、流れるように美しい題字など、
数々の素晴らしい作品が市議会だよりの表紙を彩っております。
　これまでに提供いただいた歴代の作品をご紹介します。

今号からも引き続き、市内中学生の皆さんにイラスト・題字をお願いしております。今回から生徒さんの作品
をより大きく掲載させていただいております。今後も、魅力あふれる作品をお楽しみにお待ちください。

182号183号184号185号

イラスト
一中３年　神尾陽向さん

イラスト
三中３年　長倉新菜さん

イラスト
四中３年　居鶴美菜子さん

『秋を嗜
たしな

む』

イラスト
二中１年　村山茉里衣さん

『見どころまんてん！
天童冬景色』

『子どもの日のかぶと』『B
ブ ル ー

lue l
ライラック

ilac』

題　字

イラスト
一中３年　瀬野葉月さん

一中３年　村形一歌さん

題　字

イラスト
二中３年　伊藤胡桃さん

二中２年　矢島結愛さん

題　字

イラスト
三中３年　秋山優天さん

三中３年　伊藤玲奈さん

題　字・イラスト
四中３年　奥山奈々さん

『木枯らし』『冬の天童駅にて』『たのしいこどもの日』『青空に映える天童』
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特集②

市内中学生市内中学生とのとの意見交意見交換会換会を開催しました！を開催しました！
未来未来ののまちづくりまちづくり に向けてに向けて

　
市
議
会
で
は
、
未
来
を
担
う
若
い
世
代
に
ま
ち
づ
く
り

や
政
治
に
関
心
を
持
つ
と
と
も
に
、
議
会
が
身
近
な
も
の

で
あ
る
こ
と
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
市
内
四
つ
の
中
学

校
の
代
表
の
生
徒
２1
人
と
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
若
者
に
選
ば
れ
る
ま
ち
」
を
テ
ー
マ
に
、
天

童
市
の
魅
力
や
天
童
市
に
こ
う
い
っ
た
も
の
が
あ
れ
ば
い

い
、
こ
う
な
っ
て
ほ
し
い
な
ど
、
中
学
生
が
考
え
た
ア
イ

デ
ア
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
意
見
交
換
会
で
は
、
テ
ー
マ
の
ほ
か
に
も
、
生

徒
の
皆
さ
ん
が
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
や
思
っ
て

い
る
こ
と
、
地
域
の
課
題
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
大

人
に
は
な
い
柔
軟
な
発
想
や
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う

若
い
世
代
な
ら
で
は
の
率
直
な
考
え
を
聞
く
こ
と
が
で
き

た
こ
と
は
、市
議
会
と
し
て
非
常
に
刺
激
と
な
り
ま
し
た
。

　
若
い
皆
さ
ん
の
声
は
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
に
必
要
不
可
欠
で
す
。
市
議
会
と
し

て
、
今
回
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
受
け
止
め
、「
若
者
に
選

ば
れ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
今
後
の
市
政
発
展
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
市
議
会
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
と
向

き
合
い
、
共
に
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
進
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

天童一中天童一中天童二中天童二中

�

天
童
市
が「
若
者
に
選
ば
れ
る
ま
ち
」

に
な
る
に
は
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市内中学生市内中学生とのとの意見交意見交
未来未来ののまちづくりまちづくり

〇�

天
童
駅
の
駅
前
周
辺
に
若
者
や
中
高
生
が
気
軽
に
立
ち
寄

れ
る
カ
フ
ェ
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
な
ど
が
あ
れ
ば
い
い
。

〇�

子
ど
も
や
家
族
が
一
緒
に
遊
べ
る
場
所
や
、
身
近
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
施
設
が
あ
る
と
よ
い
。

〇�

循
環
バ
ス
の
よ
う
な
中
高
生
が
気
軽
に
使
え
る
移
動
手

段
が
あ
る
と
よ
い
。

〇�

天
童
の
人
は
温
か
い
の
で
、
人
の
温
か
さ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
や
多
く
の
人
と
触
れ
合
う

場
所
が
あ
る
と
よ
い
。

〇�

若
者
へ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
か

け
て
は
ど
う
か
。

〇�

温
泉
街
に
も
魅
力
が
あ
る
と
思
う
が
、
子
ど
も
た
ち
だ

け
で
行
け
る
場
所
が
な
い
。

〇�

都
会
過
ぎ
ず
田
舎
過
ぎ
ず
、
自
然
と
生
活
の
便
利
さ
の

バ
ラ
ン
ス
が
よ
い
。

〇�

地
域
行
事
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
各
地
区
の
特
色
を

生
か
し
な
が
ら
再
開
・
改
善
し
て
ほ
し
い
。

〇�

企
業
、
行
政
、
地
域
団
体
等
と
連
携
し
、
多
様
な
職
業

体
験
の
機
会
が
あ
れ
ば
、
市
外
に
出
て
も
将
来
戻
っ
て

く
る
き
っ
か
け
に
な
る
。

〇�

果
樹
園
や
山
々
に
囲
ま
れ
た
自
然
環
境
、
空
気
や
水
、

米
が
お
い
し
い
所
。
ま
た
、
給
食
に
旬
の
果
物
が
出
て

く
る
な
ど
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
は
魅
力
で
あ
り
、
市
外

に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
べ
き
。�

天童三中天童三中天童四中天童四中

中
学
生
か
ら
出
さ
れ
た
主
な
意
見

�

（
選
ば
れ
る
ま
ち
、
天
童
市
の
魅
力
な
ど
）
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【 審 査 日 程 】
月　日 内　　容

８／２７（木）
本会議（�会期の決定、提案理由の説明、決

算・予算特別委員会の設置など）
決算特別委員会（正副委員長の互選）

８／３１（月）
９／１（火） 本会議（市政に対する一般質問）

９／２（水）
総括質疑
決算特別委員会
予算特別委員会

９／３（木）
９／４（金）

総務教育常任委員会
決算・予算特別委員会分科会（付託案件の審査）

９／７（月）
９／８（火）

環境福祉常任委員会
決算・予算特別委員会分科会（付託案件の審査）

９／９（水）
９／１０（木）

経済建設常任委員会
決算・予算特別委員会分科会（付託案件の審査）

９／１６（水） 決算特別委員会（各分科会長審査報告、質疑、討論、表決）
予算特別委員会（各分科会長審査報告、質疑、討論、表決）

９／１８（金） 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決など）

インターネットで議会中継９ 月定例会９月定例会
　令和８年度第４回市議会定例会（９月定例会）
は、８月２７日から９月１８日までの２３日間の会期
で開かれました。
　初日の本会議で、市長提出の人事案件５件に
ついて同意しました。そのほか、令和７年度決
算議案１１件、令和８年度一般会計補正予算をは
じめとする予算議案８件及び条例議案３件、一
般議案３件については、決算特別委員会、予算
特別委員会及び所管常任委員会に付託され、審
査を経て最終日の本会議で採決が行われました。

（採決結果は１７ページに掲載してあります。）

https://www.city.tendo.yamagata.jp/congress/

　市政に対する一般質問は、８月３１日、９月１日の２日間の日程で、１３人の議員が行いました。
　捕獲した有害鳥獣の処理施設の設置や、障がい者就労支援における本市の取組みなどに
ついて、市長等の見解を求めました。※議員の原稿をそのまま掲載しています。

質
問
者
と
質
問
事
項

市政に対する一般質問

【
新
関　
知
己 

議
員
】

�

や
ま
が
た
安
心
ポ
ー
タ
ル
「
や

ま
も
り
」
に
つ
い
て

�

鳥
類
の
フ
ン
被
害
の
現
状
と
対

策
に
つ
い
て

【
滝
口　
茂
之 

議
員
】

�

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
影

響
に
つ
い
て

�

市
立
公
民
館
の
保
守
管
理
に
つ
い
て

【
佐
藤　
孝
一 

議
員
】

�

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

�

こ
ど
も
性
暴
力
防
止
法
（
日
本

版
Ｄ
Ｂ
Ｓ
）
に
つ
い
て

�

受
動
喫
煙
防
止
に
つ
い
て

【
佐
藤　
俊
弥 

議
員
】

�

歴
史
的
資
料
や
文
化
財
の
保

存
・
展
示
施
設
に
つ
い
て

�

文
化
財
の
保
管
に
つ
い
て

�

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
新
ス
タ
ジ

ア
ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て

【
鈴
木　
照
一 

議
員
】

�

防
災
減
災
対
策
に
つ
い
て

�

県
立
高
校
の
再
編
整
備
に
お
け
る
天

童
高
等
学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て

�
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
新
ス
タ
ジ

ア
ム
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

【
半
田　
大
介 

議
員
】

�

障
が
い
者
就
労
支
援
に
お
け
る

清
新
会

て
ん
ど
う
創
生
の
会

本
市
の
取
組
み
に
つ
い
て

�

部
活
動
の
地
域
展
開
に
お
け
る

現
状
と
今
後
に
つ
い
て

【
斉
藤　
美
千
代 

議
員
】

�

家
庭
教
育
に
つ
い
て

【
三
宅　
和
広 

議
員
】

�

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

【
林　
正
人 

議
員
】

�

天
童
最
上
川
温
泉
ゆ
ぴ
あ
の
持

続
可
能
な
経
営
体
制
と
今
後
の

在
り
方
に
つ
い
て

【
横
山　
愛 

議
員
】

�

若
者
が
結
婚
・
子
育
て
を
選
択

で
き
る
ま
ち
づ
く
り

【
駒
延　
法
子 

議
員
】

�

産
業
振
興
と
企
業
誘
致
に
つ
い
て

�

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
機
能

強
化
に
つ
い
て

【
野
口　
さ
つ
き 

議
員
】

�

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
お
け

る
日
常
生
活
用
具
給
付
の
要
件

緩
和
及
び
撤
廃
に
つ
い
て

�

障
が
い
者
に
お
け
る
移
動
支
援

の
充
実
・
確
保
に
つ
い
て

【
伊
藤　
和
子 

議
員
】

�

本
市
に
お
け
る
「
こ
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
に
関
す
る
指
針
」

の
進
め
方
に
つ
い
て

清
風

会
派
に
所
属
し
て
い
な
い
議
員
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９月定例会　一般質問９月定例会　一般質問

や
ま
が
た
安
心
ポ
ー
タ
ル

や
ま
が
た
安
心
ポ
ー
タ
ル

「
や
ま
も
り
」
に
つ
い
て

「
や
ま
も
り
」
に
つ
い
て

Q
山
形
県
で
は
、や
ま
が
た
安
心
ポ
ー
タ
ル「
や

ま
も
り
」と
い
う
ア
プ
リ
を
提
供
し
て
い
る
が
、

本
市
で
は
、
市
民
の
方
に
ど
の
よ
う
な
周
知
を

行
い
、
単
に
ア
プ
リ
の
存
在
を
知
ら
せ
る
だ
け

で
な
く
、
避
難
所
受
付
に
活
用
で
き
る
こ
と
ま

で
含
め
て
、
周
知
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

A
「
や
ま
も
り
」
の
認
知
度
は
、
低
い
状
況
で

あ
る
。
多
く
の
市
民
の
方
か
ら
登
録
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
な
が
ら

県
と
と
も
に
普
及
啓
発
に
一
層
取
り
組
ん
で
い

く
。

Q
避
難
所
現
場
で
対
応
す
る
市
職
員
や
施
設
担

当
者
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
に
対
し
、「
や
ま

も
り
」
を
使
っ
た
受
付
や
避
難
者
情
報
の
確
認

に
つ
い
て
必
要
な
訓
練
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
は

進
ん
で
い
る
の
か
伺
う
。

A
議
員
の
御
指
摘
に
も
あ
る
と
お
り
、「
や
ま

も
り
」
を
使
っ
た
避
難
所
開
設
訓
練
等
も
、
必

要
性
が
高
い
と
考
え
て
い
る
。
円
滑
な
避
難
所

運
営
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
改
定
と
と
も
に
実
施
し
て
い
く
。

佐さ

藤と
う

　
孝こ

う

一い
ち

議
員

Q
長
岡
公
民
館
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
約
３
カ
月

間
に
わ
た
り
停
止
し
、
毎
週
の
体
操
教
室
や
健

康
診
断
で
２
階
を
利
用
す
る
高
齢
者
や
足
の
不

自
由
な
方
々
に
階
段
昇
降
を
強
い
る
な
ど
、
市

民
へ
多
大
な
迷
惑
と
不
便
を
か
け
た
の
で
は
な

い
か
。
部
品
調
達
が
難
航
し
た
時
点
で
、
業
者

の
変
更
や
代
替
手
段
を
迅
速
に
検
討
す
べ
き
で

は
な
か
っ
た
の
か
。

A
他
の
業
者
か
ら
は
納
期
を
理
由
に
辞
退
さ
れ
、

迅
速
に
対
応
可
能
な
現
在
の
管
理
委
託
業
者
に

依
頼
せ
ざ
る
を
得
ず
時
間
を
要
し
た
。
点
検
業

者
か
ら
の
点
検
報
告
に
基
づ
き
、
８
月
ま
で
に

是
正
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。

Q
独
立
系
業
者
で
は
迅
速
な
部
品
入
手
の
限
界

が
あ
る
。
今
後
は
メ
ー
カ
ー
系
の
フ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
契
約
へ
の
切
り
替
え
や
、
専
門
的
知
見

を
持
つ
職
員
に
よ
る
発
注
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の

強
化
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A
市
庁
舎
で
は
今
年
４
月
か
ら
フ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
契
約
に
切
り
替
え
、
迅
速
に
対
応
で
き
て

い
る
。
今
後
は
他
施
設
へ
の
水
平
展
開
も
含
め
、

利
用
者
に
不
便
を
か
け
な
い
適
切
な
施
設
管
理

と
リ
ス
ク
管
理
に
努
め
て
い
く
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
停
止

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
停
止

長
期
化
の
責
任
と
対
策
は

長
期
化
の
責
任
と
対
策
は

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
の

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
の

充
実
と
強
化
策
は

充
実
と
強
化
策
は

Q
県
全
体
で
は
イ
ノ
シ
シ
の
生
息
数
は
高
止
ま

り
し
て
お
り
、
ク
マ
の
出
没
増
加
や
人
身
被
害

も
発
生
し
て
い
る
。
猟
友
会
は
捕
獲
活
動
や
パ

ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、
市
街
地
出
没
時
や
被
害
発

生
時
に
は
市
・
関
連
機
関
と
連
携
し
て
捕
獲
・

追
い
払
い
等
の
活
動
を
し
て
い
る
。
捕
獲
個
体

の
埋
却
処
理
は
私
有
地
を
借
り
て
行
わ
れ
て
お

り
、
人
手
と
労
力
の
負
担
が
大
き
く
、
減
容
・

処
理
施
設
等
の
早
急
な
整
備
が
必
要
で
は
な
い

か
。
緩
衝
帯
の
整
備
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー

の
採
用
、
ク
マ
被
害
防
止
の
周
知
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

A
捕
獲
個
体
の
処
理
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て

は
他
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
適
切
な
方
法
を

検
討
す
る
。
住
宅
周
辺
の
不
要
な
果
樹
の
伐
採

や
緩
衝
帯
整
備
助
成
を
今
年
度
か
ら
開
始
し
て

お
り
、
次
年
度
以
降
も
拡
大
予
定
。
地
域
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
緩
衝
帯
整
備
の
助
成
を
進
め

る
。
ガ
バ
メ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
導
入
は
将
来
的
な

課
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
ク
マ
被
害
防
止
に

つ
い
て
は
山
菜
や
キ
ノ
コ
採
り
等
の
時
期
に
応

じ
た
啓
発
に
努
め
る
。

１

詳しくはコチラ

２

詳しくはコチラ

３

詳しくはコチラ

新に
い

関ぜ
き

　
知と

も

己み

議
員

滝た
き

口ぐ
ち

　
茂し

げ

之ゆ
き

議
員

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬
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新
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
安
全
に

新
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
安
全
に

行
く
横
断
方
法
は

行
く
横
断
方
法
は

佐さ

藤と
う

　
俊と

し

弥や

議
員

Q
こ
れ
か
ら
新
ス
タ
ジ
ア
ム
周
辺
を
訪
れ
る

人
々
が
多
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
歩
行
者
が

安
全
に
国
道
１３
号
を
横
断
す
る
た
め
、
県
総
合

運
動
公
園
前
に
仙
台
駅
に
あ
る
ペ
デ
ス
ト
リ
ア

ン
デ
ッ
キ
（
歩
行
者
専
用
高
架
橋
）
の
よ
う
な

歩
行
者
専
用
通
路
の
設
置
な
ど
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。
以
前
よ
り
舞
鶴
山
山
頂
か
ら
Ｊ
Ｒ
天
童

南
駅
と
新
ス
タ
ジ
ア
ム
を
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
結

ぶ
プ
ラ
ン
や
吊
り
橋
を
つ
く
っ
て
国
道
を
渡
る

こ
と
な
ど
、
天
童
市
を
満
喫
で
き
る
よ
う
な
構

想
を
申
し
上
げ
て
い
る
。
交
流
人
口
確
保
に
向

け
た
本
市
の
意
気
込
み
を
広
く
伝
え
る
チ
ャ
ン

ス
で
あ
る
。

A
自
家
用
車
以
外
で
新
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
移
動
す

る
交
通
手
段
と
し
て
、
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の

ホ
ー
ム
戦
開
催
時
は
、
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

や
市
役
所
な
ど
の
公
的
施
設
と
県
総
合
運
動
公

園
を
発
着
と
す
る
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

し
て
い
る
。
提
案
の
あ
っ
た
国
道
１３
号
を
横
断

す
る
た
め
の
歩
行
者
専
用
通
路
の
設
置
は
課
題

が
多
く
困
難
で
あ
る
。
市
と
し
て
は
歩
行
者
の

安
全
性
を
高
め
ら
れ
る
効
果
的
な
手
段
を
検
討

し
て
い
く
。

半は
ん

田だ

　
大だ

い

介す
け

議
員

Q
今
後
の
県
立
高
校
の
基
本
的
な
方
向
性
を
示

す
県
立
高
校
未
来
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
が
策
定
さ
れ

た
。
本
県
の
生
徒
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
高

校
の
統
廃
合
が
進
む
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
重
要
な
天
童
高
等

学
校
も
例
外
で
は
な
く
、
将
来
的
な
統
廃
合
は

否
定
で
き
な
い
。
天
童
高
等
学
校
は
昭
和
54
年

に
現
在
地
に
移
転
し
て
、
建
設
か
ら
47
年
が
経

過
し
、
校
舎
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
現
在

よ
り
利
便
性
の
よ
い
場
所
へ
の
移
転
も
視
野
に
、

県
と
連
携
し
天
童
高
等
学
校
の
存
続
に
向
け
た

取
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A
天
童
高
等
学
校
は
、中
学
校
の
卒
業
後
か
ら
、

大
学
な
ど
の
高
等
教
育
機
関
や
社
会
へ
と
繋
げ

る
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。
市
内
外
か
ら
多
く
の
生
徒
が
通
学
し

て
お
り
、
人
間
将
棋
や
天
童
夏
ま
つ
り
へ
の
参

加
を
通
し
て
、
若
い
力
に
よ
る
ま
ち
の
活
性
化

に
も
寄
与
し
て
い
る
。
今
後
は
、
県
の
検
討
状

況
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
天
童
高
等
学
校
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
魅
力
的
で
活
力
の
あ
る
学
校

と
な
り
、そ
の
存
続
に
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
、

県
に
対
し
て
必
要
な
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

天
童
高
等
学
校
の

天
童
高
等
学
校
の

存
続
に
向
け
た
取
組
み
を

存
続
に
向
け
た
取
組
み
を

鈴す
ず

木き

　
照し

ょ
う

一い
ち

議
員

障
が
い
者
就
労
支
援

障
が
い
者
就
労
支
援

さ
ら
な
る
農
福
連
携
を

さ
ら
な
る
農
福
連
携
を

Q
企
業
や
農
家
に
は
軽
作
業
な
ど
の
人
手
不
足

が
あ
る
一
方
、
障
が
い
者
就
労
支
援
施
設
に
は

働
く
意
欲
の
あ
る
方
が
い
る
。
福
祉
・
商
工
・

農
業
が
連
携
し
、
仕
事
を
依
頼
し
た
い
側
と
受

け
た
い
側
を
つ
な
ぐ
庁
内
横
断
的
な
仕
組
み
が

必
要
で
は
な
い
か
。

A
施
設
等
の
利
用
者
が
担
う
作
業
が
企
業
等
の

ニ
ー
ズ
と
合
致
す
れ
ば
、
双
方
に
非
常
に
有
益

な
も
の
と
な
る
。

Q
県
の
農
福
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
を
知
ら
な
い

農
家
や
事
業
者
も
多
い
。
Ｊ
Ａ
や
商
工
団
体
等

へ
の
周
知
や
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、
小
規
模
な

作
業
か
ら
連
携
を
広
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
既
存
の
県
の
仕
組
み
を
市
内
事
業
所
や
農
業

関
係
者
へ
周
知
し
、活
用
を
促
し
て
い
き
た
い
。

Q
施
設
ご
と
に
「
で
き
る
仕
事
」
を
見
え
る
化

し
、
対
応
可
能
な
作
業
や
人
数
な
ど
を
一
覧
化

す
る
な
ど
、
企
業
や
農
家
が
相
談
し
や
す
い
環

境
を
整
え
、
市
役
所
も
物
品
・
役
務
の
優
先
調

達
を
さ
ら
に
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
対
応
可
能
な
作
業
を
一
覧
化
し
発
注
や
相
談

し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
た
い
。
優
先
調
達
に

つ
い
て
は
、各
課
に
発
注
を
促
し
て
い
き
た
い
。

４

詳しくはコチラ

５

詳しくはコチラ

６

詳しくはコチラ

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬
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「
一
日
保
育
士
体
験
」
で

「
一
日
保
育
士
体
験
」
で

親
育
ち
支
援
を

親
育
ち
支
援
を

Q
０
・
１
・
２
歳
の
乳
幼
児
期
の
親
と
の
愛
着

形
成
が
そ
の
後
の
生
活
習
慣
、
社
会
性
へ
与
え

る
影
響
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

A
子
ど
も
の
健
や
か
な
心
身
の
発
達
の
た
め
に

は
、
乳
幼
児
期
の
愛
着
形
成
が
極
め
て
重
要
で

あ
り
、
そ
の
後
の
安
心
感
や
自
己
肯
定
感
、
社

会
性
を
育
む
た
め
の
基
盤
に
な
る
。
安
定
し
た

愛
着
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
で
、
親
の
存
在
が
安

心
で
き
る
安
全
な
場
所
と
な
り
、
人
と
の
信
頼

関
係
や
社
会
の
中
で
助
け
合
い
な
が
ら
自
立
し

て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
。
子
ど
も
の
と
き
に

愛
着
形
成
を
い
か
に
築
く
か
が
そ
の
後
の
人
生

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
認
識
し
て
い
る
。

Q
こ
の
時
期
に
子
ど
も
と
の
関
わ
り
を
重
ね
な

が
ら
親
も
ま
た
親
と
し
て
成
長
し
て
い
く
た
め
、

親
育
ち
支
援
と
し
て
「
一
日
保
育
士
体
験
」
を

実
施
し
て
は
ど
う
か
。

A
親
が
育
つ
こ
と
を
支
援
す
る
こ
と
も
大
切
で

あ
り
、
親
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
よ
う
社

会
全
体
で
支
え
る
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
一

日
保
育
士
体
験
は
、
保
護
者
の
親
心
を
育
む
効

果
が
期
待
さ
れ
る
一
方
、
受
け
入
れ
側
の
課
題

も
あ
り
、
今
後
の
取
組
み
の
参
考
と
し
た
い
。

林は
や
し　

　
正ま

さ

人と

議
員

Q
捕
獲
し
た
鳥
獣
の
処
理
が
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
員
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
。
岩
手
県
遠
野

市
で
は
、
大
型
排
水
管
を
利
用
し
た
処
理
設
備

を
導
入
し
て
い
る
。
負
担
軽
減
に
大
き
な
効
果

が
出
て
お
り
、
ま
た
、
大
規
模
な
減
容
施
設
建

設
に
比
べ
る
と
設
置
費
用
は
安
価
で
あ
る
。
本

市
で
も
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

A
ご
提
案
い
た
だ
い
た
大
型
排
水
管
を
利
用

し
た
簡
易
減
容
設
備
は
、
導
入
費
用
、
処
理

費
用
と
も
に
安
価
で
あ
り
有
力
な
方
法
で
あ
る
。

一
方
で
、
周
辺
地
域
へ
悪
臭
な
ど
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
点
を
考
慮
し
な

が
ら
適
切
な
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

Q
鳥
獣
が
わ
な
に
か
か
る
と
メ
ー
ル
で
通
知
さ

れ
、
そ
の
現
場
を
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
で
確
認
で
き

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
員
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
。
本
市
で
も
導

入
し
て
は
ど
う
か
。

A
効
率
的
な
捕
獲
活
動
を
実
施
す
る
た
め
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
は
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

実
際
に
運
用
す
る
こ
と
と
な
る
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
員
の
意
向
も
考
慮
し
な
が
ら
、
本
市
の

実
情
に
合
う
機
器
の
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に

ゆ
ぴ
あ
の
持
続
可
能
な

ゆ
ぴ
あ
の
持
続
可
能
な

経
営
体
制
と
今
後
は

経
営
体
制
と
今
後
は

Q
「
天
童
最
上
川
温
泉
ゆ
ぴ
あ
」
は
、
開
館
以

来
、
多
く
の
市
民
や
市
外
・
県
外
の
来
訪
者
に

親
し
ま
れ
、
憩
い
の
場
と
し
て
、
ま
た
健
康
増

進
や
交
流
の
拠
点
と
し
て
大
変
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
施
設
の
老
朽
化
、
近

年
の
物
価
高
騰
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
な

ど
、
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。
今
後
の
持
続
可
能
な
運
営
に
向
け

て
、
令
和
８
年
５
月
に
行
っ
た
調
査
結
果
に
伴

い
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
優
先
課
題
を
想
定

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
３
５
０
円
と
い
う
価

格
を
維
持
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。
本
市
の
考

え
や
展
望
を
伺
う
。

A
市
民
保
養
施
設
大
規
模
修
繕
工
事
調
査
業
務

委
託
を
発
注
し
て
い
る
。
施
設
の
一
部
改
築
を

含
め
た
機
械
設
備
の
入
れ
替
え
や
配
管
設
備
、

電
気
設
備
等
の
大
規
模
修
繕
に
要
す
る
概
算
費

用
算
定
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
将
来
的
に
も
大

規
模
な
事
業
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、
適
切
な

入
浴
料
の
額
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
改
修
計
画

と
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

７

詳しくはコチラ

８

詳しくはコチラ

９

詳しくはコチラ

斉さ
い

藤と
う

美み

千ち

代よ

議
員

三み

宅や
け

　
和か

ず

広ひ
ろ

議
員
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若
者
が
未
来
を
描
け
る

若
者
が
未
来
を
描
け
る

天
童
へ

天
童
へ

横よ
こ

山や
ま

　
　
愛あ

い

議
員

Q
婚
姻
数
が
減
少
す
る
中
、
少
子
化
対
策
は
子

ど
も
が
生
ま
れ
た
後
だ
け
で
な
く
、
結
婚
前
の

若
者
の
暮
ら
し
ま
で
対
象
を
広
げ
る
必
要
が
あ

る
。
出
会
い
に
加
え
、
所
得
、
仕
事
、
住
ま
い

な
ど
、
結
婚
に
踏
み
出
せ
な
い
要
因
へ
の
支
援

や
、
住
宅
政
策
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

A
婚
活
イ
ベ
ン
ト
や
Ａ
Ｉ
マ
ッ
チ
ン
グ
へ
の
支

援
、
若
い
世
代
の
経
済
的
負
担
軽
減
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
住
宅
等
へ
の
支
援
も
、
若
者
や
新

婚
世
代
に
有
効
と
考
え
る
。

Q
２０
代
、
特
に
女
性
の
県
外
転
出
が
大
き
い
。

雇
用
の
数
だ
け
で
な
く
、賃
金
格
差
や
働
き
方
、

仕
事
と
子
育
て
を
両
立
で
き
る
環
境
を
整
え
、

就
職
、
所
得
、
住
宅
、
結
婚
、
子
育
て
を
一
体

の
若
者
政
策
と
し
て
進
め
る
べ
き
で
は
。

A
若
者
の
人
生
を
就
学
、
就
職
、
結
婚
、
子
育

て
ま
で
一
つ
の
流
れ
と
し
て
捉
え
、
各
分
野
の

政
策
を
横
断
し
た
若
者
政
策
と
し
て
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
の
節
目
で
一
歩

踏
み
出
せ
る
よ
う
支
援
し
、
若
者
に
選
ば
れ
る

天
童
市
を
皆
さ
ん
と
共
に
つ
く
り
上
げ
て
い
き

た
い
。

野の

口ぐ
ち

さ
つ
き
議
員

Q
本
市
の
産
業
振
興
と
今
後
の
高
付
加
価
値
産

業
の
企
業
誘
致
の
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

A
本
市
と
し
て
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
事
業
面

積
約
２１
・
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
石
鳥
居
東
工
業
団

地
整
備
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
現
在
も
権

利
者
の
皆
さ
ま
と
協
議
を
継
続
し
な
が
ら
、
用

地
を
取
得
中
で
あ
る
。

　
企
業
誘
致
と
し
て
は
、
市
内
で
操
業
し
て
い

る
事
業
者
の
関
連
事
業
や
、
女
性
・
若
者
の
採

用
に
積
極
的
な
企
業
に
対
し
て
、
市
内
へ
の
進

出
を
促
す
よ
う
、
関
係
機
関
と
情
報
交
換
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
高
付
加
価
値
産
業
の
誘
致
に
関
し
て
は
、
現

在
、
県
に
お
い
て
国
が
推
進
す
る
地
域
未
来
戦

略
プ
ラ
ン
を
踏
ま
え
た
地
域
産
業
政
策
プ
ラ
ン

の
策
定
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
半
導
体
や

自
動
車
関
連
産
業
、
社
会
や
経
済
の
仕
組
み
を

再
構
築
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
形
で
脱
炭
素

を
実
現
し
て
い
く
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
関
連
産
業
な
ど
の
育
成
を
検
討
し

て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
こ
の
動
き
を
踏

ま
え
て
、
国
や
県
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
誘
致

活
動
を
進
め
て
い
く
。

産
業
振
興
と
高
付
加
価
値

産
業
振
興
と
高
付
加
価
値

産
業
の
誘
致
に
つ
い
て

産
業
の
誘
致
に
つ
い
て

駒こ
ま

延の
べ

　
法の

り

子こ

議
員

視
覚
障
が
い
者
に
正
確
な

視
覚
障
が
い
者
に
正
確
な

情
報
と
生
活
の
質
向
上
を

情
報
と
生
活
の
質
向
上
を

Q
本
市
の
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
日
常
生
活

用
具
の
給
付
で
は
、
触
読
式
の
腕
時
計
が
優
先

さ
れ
て
お
り
、
何
ら
か
の
障
が
い
で
使
え
な
い

方
に
限
り
、
身
体
障
害
者
手
帳
２
級
以
上
で
音

声
式
の
腕
時
計
を
申
請
で
き
る
と
定
め
て
い
る
。

し
か
し
、
中
途
視
覚
障
が
い
者
の
点
字
習
得
の

困
難
さ
や
、
夜
間
・
災
害
時
に
お
け
る
迅
速
な

時
刻
把
握
の
重
要
性
等
を
考
慮
す
る
と
、
限
定

条
件
を
撤
廃
し
、
利
用
者
が
実
情
に
合
わ
せ
て

選
択
で
き
る
よ
う
要
件
を
緩
和
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
音
声
式
体
重
計
の
給
付
で
は
、

同
居
家
族
が
い
る
場
合
は
申
請
で
き
な
い
要
件

と
な
っ
て
い
る
。
家
族
の
高
齢
化
や
就
労
形
態
・

生
活
時
間
帯
の
違
い
に
よ
り
、
家
族
に
頼
っ
て

毎
日
の
体
重
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

同
居
家
族
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
給
付
対
象
と
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
本
市
の
見
解
を
伺
う
。

A
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
の
さ
ま
ざ
ま
な
実

情
や
、
他
自
治
体
の
状
況
な
ど
も
踏
ま
え
て
検

討
し
た
い
。
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
の
見
直

し
に
あ
た
っ
て
は
、
対
象
要
件
の
設
定
や
潜
在

的
な
対
象
者
数
な
ど
も
見
極
め
、
来
年
度
当
初

予
算
ま
で
に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

10

詳しくはコチラ

11

詳しくはコチラ
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詳しくはコチラ
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こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

を
ど
う
進
め
る
の
か

を
ど
う
進
め
る
の
か

Q
令
和
５
年
に
こ
ど
も
家
庭
庁
で
こ
ど
も
の
居

場
所
に
関
す
る
指
針
を
閣
議
決
定
で
出
し
て
い

る
。
こ
ど
も
の
声
を
聞
き
、こ
ど
も
の
視
点
で
、

こ
ど
も
と
共
に
つ
く
る
居
場
所
、
こ
ど
も
の
権

利
の
擁
護
、
官
民
の
連
携
・
協
働
を
挙
げ
て
い

る
。
天
童
市
と
し
て
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

A
こ
ど
も
が
家
庭
以
外
で
も
安
心
し
て
過
ご
せ

る
場
と
捉
え
て
お
り
、
国
が
示
す
４
つ
の
基
本

的
な
視
点
に
基
づ
き
、
実
施
を
予
定
し
て
い
る

天
童
市
こ
ど
も
・
若
者
会
議
や
天
童
市
こ
ど
も

の
生
活
実
態
調
査
の
中
で
こ
ど
も
た
ち
の
声
を

聞
き
な
が
ら
、
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

　
こ
ど
も
・
若
者
会
議
は
中
学
生
か
ら
23
歳
ま

で
の
若
者
を
30
人
程
度
募
集
し
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
形
式
で
話
し
合
い
、発
表
し
て
も
ら
う
予
定
。

こ
ど
も
の
生
活
実
態
調
査
は
５
歳
児
の
保
護
者
、

１０
歳
、
１３
歳
、
１６
歳
の
こ
ど
も
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
行
い
、
居
場
所
に
つ
い
て
の
考
え
方

も
伺
う
予
定
で
あ
る
。

13

詳しくはコチラ
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子こ

議
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９月定例会　一般質問９月定例会　一般質問

　９月２日、議会に提出された議案に対し、各常任委員会および決算・
予算特別委員会各分科会での審査に入る前に総括質疑を行いました。
　総括質疑とは、一般議案や決算・予算議案に対し、各常任委員会・
分科会において詳細な審査を行う前に、概要等についての質疑を行う
ものです。質疑の主な内容は以下のとおりです。

総括質疑
　
機
器
を
新
た
に
導
入
す
る
予
定
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
と
の
改
善
点
は
。

　
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
蔵
書
管
理
の

効
率
化
の
た
め
、
バ
ー
コ
ー
ド
管
理
か
ら
Ｉ

Ｃ
タ
グ
に
よ
る
管
理
へ
の
移
行
を
計
画
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
の
改
善
点
と
し
て
、貸
出
・

返
却
手
続
き
の
迅
速
化
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
、
図
書
管
理
の
強
化
、
お
よ
び
利
用

時
間
の
拡
大
が
期
待
で
き
る
。

QA

天
童
市
立
図
書
館
シ
ス
テ
ム

関
連
機
器
の
取
得
に
つ
い
て

一般議案

伊
藤　
和
子 

議
員

　
当
初
は
１
億
円
の
予
算
だ
っ
た
が
、
決
算

額
と
し
て
は
３
９
３
４
万
円
だ
っ
た
。
予
算

執
行
率
の
低
い
要
因
と
件
数
の
内
訳
は
。

　
執
行
率
の
低
い
要
因
は
、
資
材
価
格
の
上

昇
や
近
年
の
さ
く
ら
ん
ぼ
の
不
作
が
続
い
た

こ
と
に
よ
り
、
桃
へ
の
転
換
を
検
討
す
る
農

家
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
令
和
４
年
度
か

ら
事
業
を
実
施
し
て
き
た
こ
と
で
、
一
定
の

需
要
に
応
え
て
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

件
数
の
内
訳
は
、
さ
く
ら
ん
ぼ
の
雨
除
け
ハ

ウ
ス
が
３７
件
、ぶ
ど
う
の
棚
の
設
置
が
７
件
、

遮
光
資
材
や
遮
光
シ
ー
ト
等
設
置
が
２０
件
と

な
っ
て
お
り
、
合
計
６４
件
で
あ
る
。

QA

果
樹
栽
培
施
設
等
整
備

支
援
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て

決算議案

水
戸　
保 

議
員

　
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
業
務
委
託
料

の
内
容
は
。

　
第
１０
期
天
童
市
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策

定
に
向
け
て
、
高
齢
者
の
生
活
状
況
や
健
康

状
態
、
地
域
活
動
へ
の
参
加
状
況
を
把
握
す

る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
。
対
象
は
市
内
在

住
の
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
を
除
く
６５
歳

以
上
の
高
齢
者
３
０
０
０
人
で
あ
る
。
調
査

内
容
は
、
運
動
機
能
や
認
知
機
能
、
社
会
的

活
動
へ
の
参
加
状
況
な
ど
、
日
常
生
活
に
お

け
る
心
身
の
状
態
と
環
境
に
つ
い
て
で
あ
る
。

QA

日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ

調
査
業
務
委
託
料
に
つ
い
て

決算議案

横
山　
愛 

議
員

　
特
定
在
留
カ
ー
ド
、
特
定
特
別
永
住
者
証

明
書
の
内
容
と
申
請
数
は
。
ま
た
、対
象
カ
ー

ド
を
使
用
し
た
場
合
の
印
鑑
登
録
証
明
書
の

発
行
手
数
料
は
。

　
特
定
在
留
カ
ー
ド
・
特
定
特
別
永
住
者
証

明
書
は
、
中
長
期
滞
在
者
に
交
付
さ
れ
る
在

留
カ
ー
ド
、
特
別
永
住
者
に
交
付
さ
れ
る
特

別
永
住
者
証
明
書
に
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
機
能
を
一
体
化
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
市
で
把
握
し
て
い
る
申
請
数
は
特

定
在
留
カ
ー
ド
が
８
件
、
特
定
特
別
永
住
者

証
明
書
は
０
件
と
な
っ
て
い
る
。
印
鑑
登
録

証
明
書
の
交
付
手
数
料
は
、
市
民
課
窓
口
で

は
１
通
当
た
り
４
０
０
円
で
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
等
で
の
交
付
は
１
通
当
た
り
２

０
０
円
で
あ
る
。

QA

印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一般議案

狩
野　
佳
和 

議
員
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令和7年度
決　　算

一般会計・特別会計一般会計・特別会計
歳入 歳入 ５１３５１３億億８８４２８８４２万円・歳出 万円・歳出 ４８２４８２億億９９８２９９８２万円万円

　９月定例会の決算特別委員会では、令和７年度
の決算について審査が行われました。審査で交わ
された質疑の主な内容についてお伝えします。

　　　中学校を対象とした水泳指導の民
間委託の状況は。Q

　　　安全安心な水泳授業と泳力向上
のため、第二中学校と、新たに

第四中学校を加えた２校で実施した。
水泳の専門の方から指導を受けられる
と、生徒と先生の両方から好評をいた
だいている。なお、今年度は全中学校
で実施している。

Ａ

中学校での水泳指導を
２校に拡大

水道管の耐震化率は

　　　水道事業の改良工事の１６件のうち
９件が耐震化事業であるが、本市

の水道管の耐震化率は。

Q

　　　国で定めた指針により、古い管
であっても、地盤条件が良好で

あれば耐震性を有するものとみなされ
ることを踏まえると、震度６弱程度の
地震を想定した本市の水道の配水管路
耐震化率は９２．１㌫となっている。

Ａ

　　　エンジョイイングリッシュ事業の
内容と対象は。Q

　　　英語の「聞くこと」「話すこと」
を楽しみながら上達できるよ

う、ＡＬＴ（外国語指導助手）を講師
として、小中学生を対象に、日本語を
使わないでオールイングリッシュによ
るコミュニケーション活動を実施し
た。夏休みに４日間、春休みに３日間
開催し、延べ人数で小学生５８人、中学
生７９人の計１３７人の参加があった。

Ａ

話すことでより英語に
親しみを

返礼品の傾向は

　　　ふるさと納税の返礼品について、
令和７年度の傾向は。Q

　　　申込数ではフルーツが１位だ
が、寄附金額別では、価格が高

騰し、一時期店頭でも品薄になった米
が５割近くを占めた。以下、フルーツ
が３割程度で、ジュースや麺など加工
品が２割程度となった。

Ａ
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農業担い手の確保の
ために

　　　市外から新規就農を目指して本
市に移住・定住する方を対象に、

最大５年間の家賃と光熱水費を補助し
本市への定住と新規就農の促進を図る
もので、１名が補助金を活用した。

Ａ

　　　新規就農者移住・定住促進事業費
補助金の詳細は。Q

保育士宿舎の借り上げ
支援を強化

　　　保育士の就業支援、就業継続、
離職防止を図るために保育士の

家賃補助を行う事業で、令和７年度の
補助対象者は１９人で、前年度（令和６
年度）から補助対象経費上限額を月額
３０００円引き上げた。この事業により、
保育士確保について、一定の効果が
あったと認識している。

Ａ

　　　保育士宿舎借り上げ支援事業の効
果は。Q

ＡＩを活用した胸部Ｘ線
の検査システムを導入

　　　胸部Ｘ線検査（レントゲン検査）
で撮影した画像を２人の医師が

確認することにより、病気等の早期発
見に努めているが、ＡＩを活用するこ
とにより、見落としのリスクが低減
し、検査の精度を高めることで、より
一層信頼できる検査結果を提供できる
ようになることから、システムの導入
を決定した。

Ａ

　　　クラウド型胸部Ｘ線画像読影支援
ＡＩシステムを導入した背景は。Q

　　　住むならてんどう！新築住宅取得
応援事業の内訳は。Q

　　　令和７年度の補助件数は１９０件
で、若者・子育て世帯が１７６世

帯、若者・子育て世帯以外の転入世帯
が１４世帯。
　地域別では、天童南部が３１世帯、天
童中部３７世帯、天童北部１５世帯、成生
５世帯、蔵増１７世帯、寺津２世帯、津
山２０世帯、山口６世帯、高擶１５世帯、
長岡３１世帯、干布９世帯、荒谷２世帯
となっている。

Ａ

定住人口拡大へ
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環境福祉分科会総務教育分科会

経済建設分科会

令和8年度 補正予算

一般会計　２１億９５３７万円を可決【９月補正】

　９月の定例会において補正予算が提出されました。補正予算は予算特別委員会での審査後の本
会議で、原案のとおり可決されました。審査で交わされた質疑の主な内容についてお知らせします。
　また、６月定例会からより詳しく予算審査をするため、予算特別委員会を３つの分科会（総
務教育・環境福祉・経済建設）に付託し、審査を行っています。

部活動地域移行に要する経費の内
容は。Q

認定地域クラブに対し補助

婚活イベント開催事業費補助金の
内容は。Q

婚活イベント開催を支援

　　　パルテ１階の商業フロアは、現在仮
設図書館として利用しているが、令

和９年２月で利用を終了する。今回の委託
料は、仮設図書館が４月に撤退した後の利
用方法について検討し、今年１０月以降に設
計業者を選定する予定である。

Ａ

　　　全国で道の駅や産直施設等の業務委
託経験を有するコンサルタント会社

に委託し、スマートＩＣ周辺の土地利用計
画案等の提出を依頼する予定である。

Ａ

仮設図書館閉館後の跡地利用公共汚水桝の追加設置を負担します

スマートＩＣ周辺活用調査へ

パルテ商業フロア利活用調査設計
業務委託料の内容は。Q

スマートインターチェンジ周辺活
用検討業務委託料の内容は。Q

　　　当初見込んでいた５件の申請数が上
限に達しており、今後も開催の相談

があることから、増額補正するものである。

Ａ 　　　中学校の休日の部活動の地域展開に
向けて、５人以上の中学生が所属す

る認定地域クラブの活動を支援するため補
助金を交付するもの。経済困窮世帯に対し
ては、参加費の補助を行う。

Ａ

　　　公共汚水桝の設置について、これま
では対象区域・用途により自己負担

で設置していたものを市が設置すること
で、市民の負担を軽減するもの。

Ａ

１ 対象土地
　 �「市街化区域」または「市街化調整区域にお
ける開発行為等の緩和区域等」において、
住宅等を新築する敷地で、かつ前面道路
に下水道本管が整備されている土地

２ 設置施設
　 �道路内に埋設されている、既存の上下水道
本管から分岐する取り付け管および汚水桝

３ 事業開始時期
　 令和９年１月以降

汚水桝設置業務の委託料の内容は。Q
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本市議会に合う審査方法とは

議会のうごき議会のうごき（8月1日～10月15日）
■8月

４日　�市長要請環境福祉常任委員会（天童市民病
院の経営状況について、天童市市民文化会
館高濃度ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ）使用
機器について）

　　　市長要請各派代表者会
　　　各派代表者会
６日　議会運営委員会
　　　全員協議会
　　　市長要請総務教育常任委員会
　　　広報委員会
　　　�山形県後期高齢者医療広域連合全員協議

会、定例会（議長／寒河江市）
８日～９日　天童夏まつり
１９日　山形県議会議長会議員研修会
２０日　議会運営委員会
２７日～９月１８日　第４回市議会定例会
２７日　広報委員会

■９月
４日　�市長要請総務教育常任委員会（山形連携中

枢都市圏連携事業の令和７年度の実施結果
について）

５日　�国会議員と県市議会議長会との懇談会（議
長、事務局長／山形市）

１０日　�市長要請経済建設常任委員会（市内農薬製
造会社に係る下水道使用料について、市内
理容店の下水道無届使用について、設計業
務委託契約に係る成果物の瑕疵について）

１６日　�市長要請総務教育常任委員会（都市計画税
の課税誤りについて、天童市部活動地域展
開推進計画の策定について）

１８日　広報委員会

■１０月
１日　茨城県下妻市議会視察来童
７日　広報委員会
　　　愛知県岡崎市議会視察来童
８日　議員研修会
15日　広報委員会

よ
り
良
い
議
会
運
営
を
目
指
し
て

よ
り
良
い
議
会
運
営
を
目
指
し
て

委
員

会活動

委
員

会活動埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
議
会
・
北
本
市
議
会
を
視
察

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
議
会
・
北
本
市
議
会
を
視
察

��

（
議
会
運
営
委
員
会
）

（
議
会
運
営
委
員
会
）

　
議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
７
月
６
日
～
７
日
に
埼
玉
県
鶴
ヶ
島

市
議
会
と
北
本
市
議
会
を
訪
問
し
、
予
算
や
決
算
の
審
査
方
法
等

に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　
本
市
議
会
で
は
、
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
議
会
運
営
の
見
直

し
を
検
討
し
て
お
り
、
今
年
度
か
ら
審
査
方
法
を
変
更
す
る
な
ど

試
行
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
６
月
定
例
会
か
ら
、
予
算
特
別

委
員
会
を
３
つ
の
分
科
会
（
総
務
教
育
・
環
境
福
祉
・
経
済
建
設
）

に
付
託
し
、予
算
議
案
を
よ
り
詳
し
く
審
査
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

９
月
定
例
会
か
ら
は
、
各
常
任
委
員
会
や
決
算
・
予
算
特
別
委
員

会
の
分
科
会
で
の
審
査
に
先
立
ち
、
総

括
質
疑
を
行
い
、
概
括
的
な
質
疑
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
鶴
ヶ
島
市
議
会
と
北
本
市
議
会
か
ら

は
、
所
管
委
員
会
が
専
門
的
に
審
査
を

行
い
、
多
数
の
議
案
を
効
率
的
に
処
理

で
き
る
運
営
方
法
な
ど
、
詳
し
く
ご
説

明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
本
市
議
会
は
、
行
政
か
ら
提

案
さ
れ
た
議
案
等
を
よ
り
深
く
審
査
し

て
い
く
た
め
、
引
き
続
き
、
議
員
間
で

十
分
に
協
議
し
、
本
市
議
会
の
実
情
に

合
わ
せ
た
議
会
運
営
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。
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　９月定例会では、議案６件について各常任委員会へ審査を付託しました。
　また、最終日１８日の本会議では、各委員長が審査状況について次のとおり報告
しました。

常任委員会　議案を審査しました常任委員会　議案を審査しました

図
書
館
の
設
備
も
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

生
涯
学
習
課
長　
令
和
９
年
３
月
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
図
書
館
に
Ｉ
Ｃ
タ

グ
を
利
用
し
た
機
器
を
導
入
し
、
蔵
書
管
理

を
強
化
す
る
。
ま
た
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後

は
施
設
面
積
が
１
・
５
倍
、
蔵
書
数
が
２０

万
冊
か
ら
２４
万
冊
に
増
加
す
る
見
込
み
で

あ
る
。

　
今
回
導
入
す
る
機
器
の
詳
細
は
。

　
従
来
は
職
員
が
バ
ー
コ
ー
ド
を
１
冊
ず
つ

読
み
込
ん
で
貸
出
を
行
っ
て
い
た
が
、
自
動

貸
出
機
に
よ
り
利
用
者
が
貸
出
機
の
上
に
本

を
載
せ
る
だ
け
で
、
１０
冊
ま
で
ま
と
め
て
Ｉ

Ｃ
タ
グ
を
読
み
込
み
、
貸
出
処
理
が
完
了
す

る
。
自
動
返
却
機
は
投
函
口
に
本
を
入
れ
る

と
自
動
で
返
却
処
理
を
完
了
す
る
。
ゲ
ー
ト

は
貸
出
を
受
け
ず
に
施
設
外
に
出
よ
う
と
す

る
と
ブ
ザ
ー
や
ラ
ン
プ
で
お
知
ら
せ
す
る
。

　
貸
出
時
の
利
用
登
録
は
変
更
さ
れ
る
の
か
。

　
従
来
の
利
用
者
カ
ー
ド
に
加
え
て
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
３
種
類
で
借
り
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

QAQA

 

総

務

教

育 

証
明
書
の
取
得
が
便
利
に

市
民
課
長　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
機
能

 

環

境

福

祉 

市
道
の
認
定
お
よ
び
廃
止

建
設
課
長　
市
道
と
し
て
新
た
に
９
路
線
を

認
定
し
、
機
能
が
重
複
す
る
既
存
の
３
路
線

を
廃
止
す
る
も
の
。
認
定
す
る
９
路
線
に
つ

い
て
は
、
天
童
南
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
整
備
事
業
に
伴
う
新
設
道
路
を
含
む
８

路
線
と
、
奈
良
沢
地
区
に
お
け
る
民
間
宅
地

開
発
に
伴
い
新
設
さ
れ
た
１
路
線
を
合
わ
せ

た
も
の
で
あ
る
。

　
市
道
の
認
定
と
供
用
開
始
は
い
つ
頃
に
な

る
の
か
。

　
議
決
を
経
て
市
道
と
し
て
認
定
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
が
、工
事
完
成
時
期
の
関
係
か
ら
、

市
道
認
定
と
供
用
開
始
の
時
期
に
は
若
干
の

ず
れ
が
生
じ
る
見
込
み
で
あ
る
。

QA

 

経

済

建

設 

を
一
体
化
さ
せ
た
特
定
在
留
カ
ー
ド
お
よ
び

特
定
特
別
永
住
者
証
明
書
が
制
度
化
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
こ
れ
ら
の
カ
ー
ド
で
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に
お
い
て
印
鑑
登
録

証
明
書
の
交
付
申
請
を
行
い
、
交
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
。

　
第
１４
条
の
条
見
出
し
に
、
新
た
に
申
請
が

追
加
さ
れ
た
理
由
は
。

　
「
第
１４
条
内
に
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

を
申
請
し
、
そ
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
改

正
に
合
わ
せ
て
条
見
出
し
を
修
正
す
る
も
の
。

QA

　８月２７日に開催された決算特別委員会にお
いて、委員長と副委員長が互選されました。

◇委 員 長　　武田　正二
◇副委員長　　駒延　法子

決算特別委員会
正副委員長を互選

　現教育委員会委員が令和８年９月３０日を
もって任期満了になることに伴い、後任とし
て野川さつき氏（老野森）を任命することに
同意しました。

教育委員会委員の
任命に同意
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提出された議案とその結果
令和８年度第４回定例会に提出された議案とその結果は、次のとおりです。
第４回定例会（８月２７日～９月１８日）〈市長提出議案〉

議案番号 件　　　　　名 結　果

認第１号 令和７年度天童市一般会計
決算

認　定
（全会一致）

認第２号 令和７年度天童市国民健康
保険特別会計決算

認　定
（全会一致）

認第３号 令和７年度天童市用地買収
特別会計決算

認　定
（全会一致）

認第４号 令和７年度天童市財産区特
別会計決算

認　定
（全会一致）

認第５号 令和７年度天童市介護保険
特別会計決算

認　定
（全会一致）

認第６号 令和７年度天童市市民墓地
特別会計決算

認　定
（全会一致）

認第７号 令和７年度天童市後期高齢
者医療特別会計決算

認　定
（全会一致）

認第８号 令和７年度天童市工業団地
整備事業特別会計決算

認　定
（全会一致）

議第３３号
令和７年度天童市水道事業
会計利益の処分及び決算の
認定について

原案可決
及び認定

（全会一致）

議第３４号
令和７年度天童市民病院事
業会計利益の処分及び決算
の認定について

原案可決
及び認定

（全会一致）

議第３５号
令和７年度天童市公共下水
道事業会計利益の処分及び
決算の認定について

原案可決
及び認定

（全会一致）

議第３６号 令和８年度天童市一般会計
補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第３７号
令和８年度天童市国民健康
保険特別会計補正予算（第
１号）

原案可決
（全会一致）

議第３８号 令和８年度天童市財産区特
別会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　　名 結　果

議第３９号 令和８年度天童市介護保険
特別会計補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第４０号 令和８年度天童市市民墓地
特別会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第４１号
令和８年度天童市後期高齢
者医療特別会計補正予算

（第１号）
原案可決

（全会一致）

議第４２号
令和８年度天童市工業団地
整備事業特別会計補正予算

（第１号）
原案可決

（全会一致）

議第４３号 令和８年度天童市公共下水
道事業会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第４４号
地方自治法の一部改正に伴
う関係条例の整理に関する
条例の設定について

原案可決
（全会一致）

議第４５号
天童市印鑑の登録及び証明
に関する条例の一部改正に
ついて

原案可決
（全会一致）

議第４６号
天童市廃棄物の処理及び清
掃に関する条例の一部改正
について

原案可決
（全会一致）

議第４７号 市道の認定及び廃止について 原案可決
（全会一致）

議第４８号 学習者用端末等の取得につ
いて

原案可決
（全会一致）

議第４９号 天童市立図書館システム関
連機器の取得について

原案可決
（全会一致）

議第５０号 天童市教育委員会委員の任
命について

同　意
（全会一致）

議第５１号

～

議第５４号
人権擁護委員の推薦につき
意見を求めることについて

異議なし
（全会一致）

　８月１８日、熊本県の被
災地支援のため、全議員
から義援金１０万円を贈り
ました。

令和8年熊本地震
へ義援金 　現人権擁護委員４人が令和８年１２月３１日をもって任期満了

になることに伴い、次の方を推薦することに同意しました。

◇再　任　　松村　昌子 氏（久野本）
　　　　　　設樂　雅信 氏（貫　津）
　　　　　　平塚　優子 氏（三日町）
◇新　任　　五十嵐　晋 氏（大　町）

人権擁護委員の推薦に同意
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▲�佐藤さん（写真左）からは丁寧で力のこ
もった題字を、神尾さん（写真右）から
は静かで落ち着いている中にもキリッと
した雰囲気を感じる作品をご提供いただ
きました。

　ありがとうございました。

今回今回のの表紙表紙（題字・（題字・イラストイラスト）） 作者紹介作者紹介

【広報委員会】委員長　横山 愛　  副委員長　新関 知己　  委員　狩野 佳和・佐藤 俊弥・古澤 義弘・林 正人・斉藤美千代

12月定例会の
日程 中継あり

１２／3 木 本会議（初日）

４ 金

５ 土

６ 日

７ 月 本会議（一般質問）

８ 火 本会議（一般質問）

９ 水 総括質疑
予算特別委員会

１０ 木 常任委員会・分科会

１１ 金 常任委員会・分科会

１２ 土

１３ 日

１４ 月 常任委員会・分科会

１５ 火

１６ 水 予算特別委員会

１７ 木

１８ 金 本会議（最終日） 

※‌�請願の締め切りは１１月２５日（水）正午の
予定です。

※‌�日程は変更になる場合があります。詳
しくは議会事務局までお問い合わせく
ださい。

議会のひとコマ

　
第
３３
回
天
童
夏
ま
つ

り
花
笠
お
ど
り
パ
レ
ー

ド
に
市
議
会
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。

　
沿
道
の
皆
さ
ん
の
温

か
な
声
援
を
受
け
な
が

ら
、
楽
し
く
踊
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
パ
レ
ー
ド
へ
の
参
加

を
通
し
て
、
夏
ま
つ
り

の
に
ぎ
わ
い
の
一
助
と

な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
今
後
も
皆
さ
ん
と
一

緒
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

に
参
加
し
な
が
ら
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

天童夏まつり天童夏まつり
花笠おどりパレードに参加花笠おどりパレードに参加

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

【イラスト】神
かみ

尾
お

　明
あか

莉
り

さん（一中３年）

私はキャンプが好きです。だからゆったりと楽しんでいる姿を描きました。
天童で有名なラ・フランスをこっそり入れてみたり、マグカップに「tendo」
と書かれているところもきれいに描けたと思います。楽しかったです。

作品の説明をお願いします。

より良いまちづくりのために一言。
天童市の電車の運行本数を増やして、３０分に１本にしてほしいです。私も
来年から高校生になるので電車を利用する予定ですし、通勤、通学する人
にとって便利になると思います。

【題字】佐
さ

藤
とう

　由
ゆ

萌
め

さん（一中３年）

見やすいように丁寧に書きました。楷書なのでとめ、はね、はらいに注意
して書きました。

作品の説明をお願いします。

より良いまちづくりのために一言。
天童には将棋やフルーツなどを筆頭にたくさんのよいものがあります。だ
からこそ、人との関わりを大切にして人口減少を食い止めたいです。

Ｑ
Ａ
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